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田沢と西宮で7年に一度の御柱祭が盛大に開催されました
田沢区では、赤松の大木一本を大勢の氏子や地域の皆さんにより伐採され、美都穂神社まで曳行

され、境内西側に立てられました。
また、西宮区では赤松の大木二本を氏子や関係者により伐採され、祢津健事神社まで曳行され、

神社拝殿の両脇に立てられました。境内に建つ西宮歌舞伎舞台では、祢津小学校歌舞伎クラブと東
京都秋川市あきる野座による歌舞伎上演や、区民による芸能等が披露されました。

み づ ほ

美祁穂神社（田沢）
2 月 7 日、根を一本ずつ切断する伝統の方法で
伐採され、集落近くのお仮屋に安置。4 月 7 日
集落内を曳行され、美都穂神社境内の西側に御
柱が立てられました。下諏訪町の木遣り保存会
直伝の木遣り唄が響き渡りました。

-·-一
ね つたて と ,-しみや

祢津健事神社（西宮）
2 月 13 日に山出し祭が行われ、祢津沢から切り
出され、御姫尊の近くに安置。4 月 17 日集落内
を曳行され、祢津健事神社拝殿の東西に御柱が
立てられました。祢津西宮の歌舞伎舞台では、
祢津小学校歌舞伎クラブとあきる野座の歌舞伎
公演等が行われました。
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昨
年
四
月
よ
り
会
長
職
を
引
き
受
け、

協
会
の
文
化、

芸
術
活
動
を
快
適
に
推
進
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
運
営
の

た
め
に、

微
力
な
が
ら
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す。

4
月
現
在、

協
会
は
創
立
43
周
年
を
迎
え、

23
部
会、

そ
れ
ら
の
傘
下
に
173
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り、

登
録
会
員
数

が
国
人
と
な
っ
て
い
ま
す。

協
会
員
の
高
齢
化、

若
年
層
の
会
員
薄
に
よ
り、

年
々

会
員
の
減
少
化
に
心
痛
め
て
い
る
状
況
の
中、

昨
年
は
新

た
に
35
名
の
新
規
会
員
届
け
が
あ
り、

毎
年、

年
度
末
は

一

喜一

憂
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す。

昨
年
度
よ
り、

協
会
事
務
局
の
所
管
に
つ
い
て
の
提
起

や
協
会
役
員
の
選
出
シ
ス
テ
ム
の
模
索
等、

協
会
組
織
の

見
直
し
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す。

組
織
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ、

将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
協
会
の

組
織
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す。

文
化、

芸
術
活
動
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
感
じ、

人
と

人
と
の
出
会
い
に
喜
び、

感
謝
し
健
康
で
明
る
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す。

協
会
の
各
部
会、

グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
紹
介
は
「
東
御

市
文
化
協
会」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た

新
規
会
員
を
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す。

希
望
さ

れ
る
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

庄

村

東
御
市
文
化
協
会
長

茂

東
御
市
文
化
協
会
総
会
が
4
月
20
日
に
中
央
公
民
館
で

行
な
わ
れ
ま
し
た。

新
役
員
の
報
告
承
認
に
お
い
て
は、

会
長
の
高
藤
俊
幸

さ
ん
が
副
会
長
兼
顧
問
に、

副
会
長
の
庄
村
茂
さ
ん
が
新

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た。

ま
た、

長
年
に
渡
り、

合
唱
指
導
者
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
山
丸
洋
子
さ
ん
が
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た。文

化
協
会
の

活
動
に
貢
献
さ

れ
た
山
浦
隆
子

さ
ん
（
前
副
会

長
）、

白
倉
富

士
江
さ
ん
（
前

監
事
）、

馬
場

功
さ
ん
（
前
幹

事
）、

飯
高
紀

志
子
さ
ん
（
前

幹
事）

に
も
感

謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た。

平
成
28

年
度
東
御
市
文
化
協
会
総
会

平成28年度 東御市文化協会役員 （常任理事）名簿

会

長

副
会
長
兼
顧
問

副

会

長

会

計

監

事

監

事

絵

画

部

会

写

真

部

会

書

道

部

会

彫

刻

部

会

民

謡

部

会

舞

踊

部

会

詩

吟

部

会

合

唱

部

会

華

道

部

会

茶

道

部

会

手

芸

部

会

工

芸

部

会

園

芸

部

会

短
詩
型
文
学
部
会

陶

芸

部

会

音

楽

部

会

ダ
ン

ス

部

会

棋

道

部

会

文
芸
創
作
部
会

邦

楽

部

会

料

理

部

会

カ
ラ
オ
ケ
部
会

教

養

部

会

庄

村

茂

高
藤

俊
幸

柄
澤
志
津
子

渡
邊

洋
子

直
井
千
鶴
子

小
林

泉

小
宮
山
富
子

白
倉

直
樹

古
川

暉
久

近
喰

和
夫

船
田

利
明

小
松

久
子

上

條

巌

赤
堀

峰
晴

松
本

房
子

＿

之
瀬
好
子

吉
沢
由
美
子

滝
澤
巳
智
枝

南
澤

富
子

小
池

孝
雄

馬

場

功

川
上

貞
子

石
和

敬
子

寺
島

義
昭

奥

村

直

山
口
由
美
子

清
水

美
幸

小

林

泉

成
山

喜
枝
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第
37
回
舞
踊
発
表
会

3
月

第
12
回
書
道
部
会
会
員
展

新
春
書
き
初
め
大
会

第
1
回
東
御
市
総
合
写
真
展

第
7
回
彩
明
会
会
貝
展

2
月

お
ら
ほ
の
町
の
音
楽
会

1
月

せ
せ
ら
ぎ
第
34
号
発
行

7
月

第
37
回
民
謡
部
会
発
表
会

第
25
回
邦
楽
部
会
発
表
会

6
月

聖
風
流
東
部
吟
道
会
発
表
会

5
月

香
東
会
書
展

東
御
市
長
杯
囲
碁
大
会

棋
道
部
会
交
流
会

4

月

平
成
28
年
度
文
化
協
会
総
会

み
ま
き
絵
画
会
展

文
化
協
会
長
杯
囲
碁
大
会

�[jJ圏 第
10
回
写
遊
と
う
み
写
真
展

．

籐
工
芸
作
品
展

12

月

第
13
回
東
御
市
合
唱
祭

T
N
S
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
33
回
定
期
演
奏
会

11
月

第
13
回
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭

第
13
回
東
御
市
総
合
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ろ
に
え
絵
画

好
遊
倶
楽
部
合
同
展

10

月

第
20
回

ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
写
真
展

研
修
旅
行

9
月

第
66
回
東
御
美
術
会
会
員
展

第
21
回
カ
ラ
オ
ケ
部
会
発
表
会

�
一
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「
牧
笛」

は
牧
童
が
家
畜
に
合
図
す
る
時
に
吹
く
笛
の

現
代
詩

牧
笛
の
会

胸
の
思
い
を

私
た
ち
桜
の

会

は
北
御
牧
公
民
館

で
月
4
回
総
勢
10

栗
原

陽
子

「
文
字」

に

名
で

活
動
し
て
お

り
ま
す。

日
常
の

煩
わ
し

さ
を
ひ
と
時
忘
れ

ゆ
っ

く
り
身
体
を

動
か
し
な
が
ら
自

分
自
身
の

身
体
を

見
つ

め
る
と
い

う

事
に
重
点
を
置
い
て
お
り
ま
す。

具
体
的
に
は
気
功、

養
生
功、

太
極
拳
を
通
し
て
の
心
身
鍛
錬
で
す。

健
康
ブ
ー
ム
の
昨
今
で
す
が
心
の
健
康
は
体
の
健
康

に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す。

桜
井

春
美

4
月
に
文
化
協
会
に
加
入
し、

9
月
の
巨
峰
の
王
国

こ
と。

こ
の
地
に
詩
の
種
を
播
き、

緑
の
牧
場
に
な
る

こ
と
を
夢
見
て、

二
か
月
に
一

回
の
学
習
に
励
ん
で
い
ま

す。

指
導
者
は
酒
井
力
先
生、

会
員
八
名
で
す。

一

年
ご
と
に
学
習
の
成
果
を
冊
子
に
ま
と
め
て
き
ま

し
た。

今
年
は
十
一

号
を
発
行
の
予
定
で
す。

何
も
な
い

所
か
ら

紡
ぎ

出

す

苦
し

さ

を
持
て
余
し
な
が
ら

も、

作
品
が
完
成
し

た
時
の
満
足
感
を
味

わ
い
た
く
て、

ま
た

フ
ラ
ダ
ン
ス

-
)

1.
 

n
l,

書
く
こ
と
の
好
き

な
方、

是
非
ご
一

緒

ラ
ウ
レ
ア

ラ
ウ
レ
ア
は、

平
和
と
い
う
意
味
で
す。

少
人
数
な

が
ら
月
2
回、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま

す。

窪
田

博
子

「
ラ
ウ
レ
ア
」

メ
ン
バ
ー
は
全

こ°t 会
の
一

員
と
し
て

今
年
度
新
規
加

入
い

た
し
ま

し

グ
ル

ー
プ

名

か
ら
も
一

目
瞭
然

で

す
が

陶
芸

部

掛
川

修
身

ク
ラ
ブ
陶
美

次
の
作
品
作
り
に
向

き
合
い
ま
す。

野
良
仕
事
の
片
手
間
に

楽
し
ん
で
い
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す。

良
さ
を
広
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す。

し、

フ
ラ
ダ
ン
ス
の

域
の

活
動
に

参
加

も
っ

と

も
っ

と

レ
ッ
ス
ン
を
し
て
地

桜
の
会

桜

の

会

テ
ィ
バ
ル
の
イ
ベ
ン

ト
に

も

参

加
し
て

躍
ら
せ
て
頂
き
ま
し

こ°t

グー
ル
ー
プ
紹
介

火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

ま
つ

り
や

10

月
の
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め
ぐ
ま
れ
た
環

境
の
も
と、
第一
・

第
三
月
曜
日
の

ホ
ー
ル
と
い

う

に
な
る
こ
と
に

リ
ア
ロ
ハ
」

は
今

年
度
よ
り
文
化

協
会
に
お
世
話

グ
ル

ー
プ
「
ピ

員
生
涯
学
習
・

陶
芸
教
室
の
卒
業
生
で、

定
年
退
職
後

の
U
タ
ー
ン
組
と、

都
会
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
か

ら
葡
萄
農
家
に
転
身
し
た
I
タ
ー
ン
組
の
混
成
で
す。

各
々
そ
の
規
模
に
は
大
小
違
い
は
あ
り
ま
す
が、

日

常
は
陶
士
よ
り
耕
作
土
に
接
す
る
方
が
多
い
生
活
を

送
っ
て
お
り
ま
す。

陶
芸
教
室
か
ら
引
き
続
き
山
崎
先
生
の
ご
指
導
の
も

と、

文
字
ど
お
り
生
涯
学
習
と
し
て、

の
ん
び
り
と
そ

し
て
長
く、

作
陶
を
楽
し
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す。

フ
ラ
ダ
ン
ス
の

な
り
ま
し
た。

サ
ン
テ
ラ
ス

東
御
市
を
中

心
に
活
動
す
る

ピ
リ
ア
ロ
ハ

阿
部
由
美
子

魅
惑
の
フ
ラ
に
誘
わ
れ
て

せ
て
一

生
懸
命
練

習
し
て
い
ま
す。

プ
ル
メ
リ
ア
祢
津

中
村
巳
代
子

午
後
練
習
し
て
い
ま
す。

娘
ほ
ど
の
歳
の
は
な
れ
た
先

生
に
「
脳
ト
レ
！」
「
脳
ト
レ
ー・」

と
励
ま
さ
れ
な
が
ら

真
剣
な
眼
差
し
で
身
ぶ
り
手
ぶ
り
腰
ふ
り
で
そ
れ
な
り

に
一

所
懸
命
や
っ
て
い
ま
す。

ま
た、

こ
の
ご
ろ
で
は
年

一

回
の
発
表
会
に
向
け
て
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン
を
教
わ
り

ド
レ
ス
共
々
我
が
身
を
助
け
て
も
ら
い
一

瞬
の
華
や
い

だ
気
分
を
味
わ
っ
て
い
ま
す。

日
常
を
忘
れ
刺
激
と
感

動
の
機
会
を
得
て
こ
れ
か
ら
も
益
々
頑
張
っ
て
活
動
し

て
い
き
ま
す。

皆
様
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
お
出
か
け
下
さ

い。

歓
迎
い
た
し
ま
す。

若
さ
と
健
康
を
生
涯
目
指
し
て

「
プ
ル
メ
リ
ア
祢
津」

を
紹
介
し
ま
す。

現
在
9
名

の
女
性
で
活
動
し
て
い
ま
す。

素
敵
で
優
し
い
先
生
の
ご
指
導
の
も
と、

月
2
回
祢

津
公
民
館
で
お
稽
古
を
続
け
て
い
ま
す。

全
体
の
発
表

会
は

年
2

回
あ

り、

そ
れ
に
合
わ

み
ん
な
フ
ラ
ダ

ン
ス
が、

何
よ
り

も
大
好
き
な
女
性

た
ち
ば
か
り
で、

一

時
間
半
の
レ
ッ

ス
ン
は
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う
間
で
す。

前
向
き
で
熱

心
な
方
々
と
初
歩
か
ら
し
つ
か
り
き
ち
ん
と
教
え
て
く

だ
さ
る
先
生
に
は
毎
日
感
謝
の
心
で
一

杯
で
す。

こ
れ
か
ら
も
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
い
た
い
の
で
身
体

の
続
く
限
り、

健
康
的
に
も
よ
い
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
ず
っ
と

続
け
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す。

の
撮
影
を
楽
し

ん
で
い

ま

す。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
使
用
経
験

は
十
人
そ
れ
ぞ

れ
違
い
ま
す
が

指
導
者
を
招
い

て
活
動
し
て
い

ま

す。

ま

た、

写
真
撮
影
の
み

な
ら
ず
写
真
展
を
見
て
回
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す。

会
は
無
理
を
せ
ず
ゆ
っ
た
り
と
和
気
あ
い
あ
い
に
進

め
て
い
ま
す。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す。

タ
ル
カ
メ
ラ
で

私
達
遊
子
会

は
十
名
で
デ
ジ

遊
子
会

津
金

邦
子

写
真
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
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あたたかさを感じるステンドグラス

私もきれいに撮ってl

一瞬の世界を永遠に

10
月
29
日、

30
日
に
第
13
回

束
御
市
総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
中
央
公
民
館
全
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た。

約
暉
点
以
上
の
作
品
等
が
集

ま
り、

文
化
の
薫
る
秋
に
彩
り

を
添
え
ま
し
た。

.
I

這文化いけはな ことも m

カボチャがみんな楽しそう

お茶をいただきホット ー息

作者の心が映る生け花
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無限に広がるパッチワ ー クの世界

今年も良く育ってくれたねえ 世界に一 つの宝物

短冊から作者の想いが伝わる世界 アイデア満載の作品たち

個人作品にも力作が••• 懐かしさを感じる籐工芸作品



平成29年1月1日 東御市文化協会報 IQ.Q4嗜瓜同歪9

信
州
諏
訪
の
歴
史
・

文
化
に
触
れ
る

...
 
`

 

•
Fr
u

 

9

月
28
日
（
水）

に
諏
訪
市
を
訪
れ

ま
し
た 。

木
落
と
し
坂 、

諏
訪
大
社
秋

宮 、

島
木
赤
彦
記
念
館 、

原
田
泰
治
美

術
館
を
訪
れ 、

諏
訪
市
の
歴
史
・

文
化

に
触
れ
た
一

日
と
な
り
ま
し
た 。

木
落
と
し
坂
で
は 、

下
か
ら
坂
を
眺

め
ま
し
た
が 、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見
る

よ
り
も
斜
面
が
急
で
あ
り 、

迫
力
を
感
じ
ま
し
た 。

続
い

て
の
秋
宮
で
は
建
て
ら
れ
た

御
柱
を
見
て 、

今
年
行
わ

れ
た
御
柱
祭
の
様
子
を
一

端

で
は
あ
り
ま
す
が 、

肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た 。

ま
た 、

島
木
赤
彦
記
念

館
で
は 、

諏
訪
湖
博
物
館
も

併
設
さ
れ
て
お
り 、

歌
人
島

木
赤
彦
の
生
い
立
ち
だ
け

で
な
く 、

諏
訪
湖
の
歴
史
も

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た 。

ま
た 、

原
田
泰
治
美
術
館
で

は 、

四
季
折
々
の
ふ
る
さ
と

の
風
景
を
楽
し
み
ま
し
た 。

あ
い
に
く
の
雨
の
た
め 、

午
後
は
予
定
し
て
い
た
高

島
城
散
策
を
取
り
や
め
ま

し
た
が 、

S

U

W

A

ガ
ラ
ス

の
里
で
の
昼
食
の
時
間
を
十

分
に
取
り 、

役
員
の
皆
さ
ん

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た 。

広
報
委
員

東
御
市
教
育
委
員
会
の
組
織
改
編
に
よ

り 、

三
年
前
か
ら
文
化
財
・

文
化
振
興
係
が

東
御
市
文
化
協
会
の
事
務
局
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が 、

そ
の
間
担
当
者
は一――

人
目
に
な
り 、

文
化
協
会
の
皆
様
に
は
何
か

と
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す 。

以
前

か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
東
御
市
文
化
協
会
の

組
織
検
討
に
つ
い
て 、

よ
う
や
く
動
き
出
す

段
階
に
な
り
ま
し
た
が 、

し
つ
か
り
と
将
来

を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う 。

様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が 、

協
会
・

協
会

員
が一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も

の
で
す 。

天
野
泰
二
郎
（
舞
踊
部
会）

中
山

芳
祐
（
短
詩
型
文
学
部
会）

一

之
瀬
好
子
（
茶
道
部
会）

津
金

邦
子
（
写
真
部
会）

金
児

充
（
音
楽
部
会）


